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GeNii最新情報と
SPARC Japan

2008年11月14日（金）2008年11月14日（金）
INFOPRO2008プロダクトレビュー

GeNii : 学術コンテンツポータル

論文情報
http://ci.nii.ac.jp/

図書・雑誌情報
http://webcatplus.nii.ac.jp/

一部有料
利用登録必要

無料
利用登録不要

無料
利用登録不要

無料
利用登録不要

専門学術情報
http://dbr.nii.ac.jp/

研究課題・成果情報
http://seika.nii.ac.jp/

利用登録不要 利用登録不要
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NII論文情報ナビゲータ

－CiNii－

大規模な論文書誌
データベース

書誌からフルテキストへ

【3,600誌・320万論文】

論文情報 ［サイニイ］

CiNii NII 論文情報ナビゲータ
http://ci.nii.ac.jp/

NII ELS

日本の学協会誌

研究紀要

引用文献索引DB
国立国会図書館 引用リンク

収録雑誌の所蔵情報へも

【18,500誌・1200万論文】

【 , 誌 論文】NII-ELS

国立国会図書館

雑誌記事索引 等
引用リンク

引用文献、被引用文献の表示も

論文情報の
ポータルサイトへ

【1,620誌・140万論文】



3

NII電子図書館
フルテキスト

286万件

バックエンド
サーバ(CLS) CiNii

こんなに使える! CiNii
日本の学術論文をまとめて検索

論文情報

国立情報学
研究所

大学等

研究紀要

フルテキスト
外部リンク
書誌のみ

31万件
2万件
51万件

引用文献索引
データベース

引用 書誌 140万件
引用1510万件

同
定
（書
誌

書
VS

複数のデータベー
スに同じデータが
収録されている場
合，まとめて表示

論文検索だけで

機関リポジトリ

フルテキスト

研究所

国立国会
図書館

科学技術
振興機構

雑誌記事索引
データベース

795万件

書
誌

書
誌

引
用
）

VS

論文検索だけで
はなく、引用情報
の表示や本文リン
クが可能に

フルテキスト
外部リンク
書誌のみ

17万件

J-STAGE,
Journal@rchive
フルテキスト

733
8003,500,000

国立情報学研究所 電子図書館 登録状況学協会誌+紀要で約318万論文にアクセス可

– 前身のNACSIS-ELS開始以来10年間で蓄積

C 提供 書誌情報( 万件) 約 割

論文情報

参加機関数と登録論文推移

CiNiiの状況
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検索回数・本文ダウンロード回数の推移

1 400 000

1,500,000 

1,600,000 

11,000,000 

12,000,000 

検索回数 本文ダウンロード回数

20072007年年44月月
GoogleGoogle連携開始連携開始

論文情報 CiNiiの利用状況
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抄録無料公開化抄録無料公開化

GoogleGoogle連携開始連携開始
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平成20年10月現在の登録状況
– 定額制契約機関数 790機関
– 個人ID発行数 11,613名 ※サイトライセンス個人ID含む

90014,000

論文情報

登録ユーザ数の推移

CiNiiの利用状況

746 7906,248

11,088
11,613

400

500

600

700

800

6 000

8,000

10,000

12,000

,
定額制機関契約数

個人ID発行数

8

484
679 746 790

1,033

6,248

0

100

200

300

0

2,000

4,000

6,000

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度



5

約半数の本文データは無料提供

さらに定額契約により，本文データの大半が個人の課金な

論文情報

CiNiiの利用料金(本文)

学会単位 雑誌単位

しで利用可能。

学会単位 雑誌単位

学会単位

有料 定額許諾 無料

学会単位 雑誌単位

無料 178 462
機関定額許諾 113 401
有料 38 156 平成19年度集計

論文情報

CiNiiの利用体系(概要)

利用区分は大きくわけて４種類

最適な利用方法をご選択ください。

*注1：サイトライセンス個人ID（無料）を取得することで、機関外からも機関内と同様の
条件で利用できます。

*注2：クレジットカード決済で一論文単位で購入できます。PPV料金が適用されます。
*注3：利用された論文の料金をまとめてご請求します。料金はPPVより安価です。

学協会員に対する優待価格が設定されている場合があります。
*注4：機関定額制で有料の本文を利用するにはサイトライセンス個人IDの取得が必要です。
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論文情報

外部連携の強化（2008年度中）

CiNiiの新展開

機関リポジトリとの連携

• 論文のメタデータをCiNiiへ統合（2008
年10月6日公開開始）

機関リポジトリとの連携

J‐STAGE/Journal@rchive連携

• 学協会から許諾を受けたメタデータを
順次CiNiiへ統合（2008年11月末予定）

J STAGE/Journal@rchive連携

論文情報

外部連携の強化（2008年度中）

CiNiiの新展開

CiNiiCiNii PDFPDF
さまざまなサイトへ

ナビゲート

機関リポジトリ機関リポジトリ

CrossRefCrossRef

医中誌医中誌WebWeb

JJ‐‐STAGESTAGE
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論文情報

新CiNii
CiNiiの新展開

ユーザビリティの向上

• ユーザインターフェイス刷新• ユーザインターフェイス刷新

ザビリティの向上

• API公開• API公開

システム連携の容易化

• システム全体見直し• システム全体見直し

サービスの安定提供

2009年4月公開！

科学研究費補助金データベース

－KAKEN－
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KAKENの現在

KAKENとは
我が国における最新の研究情報を調べることができます

通覧性の向上
採択課題

研究課題
成果情報

採択課題、実績報告、成果概要を課題毎に
統合
一つの課題を研究期間の年次を追って通覧

キーワード検索 →簡易検索と詳細検索
研究分野、研究種目、研究機関から一覧表示

2種類の探し方

採択課題
年度ごとの当初採択課題

実績報告
各年度末に実績を報告

詳細表示

種類別に一覧

年度ごとに一覧

1965年以降 約58万件
※採択課題の件数

成果概要
研究の最終年度報告

National Institute of Informatics
15

KAKEN β版（試行版）とは

科研費制度改正※）に伴う研究成果報告書の見直しに伴い

学術コンテンツサービス研究開発センターが中心に開発中

簡易検索 全文検索 研究者名 研究者番号

KAKEN β版

http://seikaplus.nii.ac.jp/

研究課題
成果情報

簡易検索(全文検索) 、研究者名、研究者番号、

研究課題番号、キーワード、研究分野で検索可能

研究者ごとの情報集約ページ

論文リンクサービス

研究者リゾルバーとの連携
※）平成20年度科学研究費補助金における制度改正について（通知）

検索結果一覧

National Institute of Informatics
16

（平成19年12月11日）
http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/07120615.htm

トップページ
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検索結果詳細 検索結果詳細

研究者ごとの
情報集約ページ

研究者リゾルバー(α版)

KAKEN β版研究課題
成果情報

CiNii

ScienceDirect

CrossRef

IEEE

医中誌WEB

National Institute of Informatics
17

研究者ごとのページの表示

研究者情報サイトとの関連づけ

研究者情報へのリンク

検索サ ビスへのリンク

研究者リゾルバー(α版)

研究者リゾルバー α版

http://rns.nii.ac.jp/

研究課題
成果情報

検索サービスへのリンク

WebcatPlus

ReaD
CiNii

研究者ホームページ

Google

National Institute of Informatics
18
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機能の拡張

新KAKEN研究課題
成果情報

2009年4月公開予定！

• KAKEN β版の成果取り込み• KAKEN β版の成果取り込み

機能の拡張

• ユーザインタフェース刷新• ユーザインタフェース刷新

ユーザビリティの向上

• 科学研究費補助金の新制度へ対応• 科学研究費補助金の新制度へ対応

新報告書への対応

National Institute of Informatics
19

新KAKEN、新CiNiiについて・・・

第10回図書館総合展フォーラム展

「学術コンテンツサービスの成⻑点
－新たなニーズへの挑戦－」

2008年11月26日(水) 10:30～14:30 パシフィコ横浜 第1会場

20

●第1部 10:30～12:00
最新プロジェクトのご紹介－新KAKEN、JAIRO、次世代目録 他－
●第2部 13:00～14:30
ひろがる、つながる、CiNiiの輪 －新CiNiiプレ公開＆トークセッション－
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国際学術情報流通基盤整備事業

SPARC Japan 事業の全体像

問 題 点

国際化支援、国際連携の推進

生物系パッケージ
UniBio Pressの誕生

支 援 内 容 成 果

日本の学術論文の約８０％が
海外雑誌に流出している。

日本を代表する
英文学会誌を選定

大学図書館等との電子
ジ ナ 購読契約

電子ジャーナル化の支援

大学図書館への販売支援

国際化支援、国際連携の推進

日本の学術雑誌の国際的
知名度が低く、国際的流通
が不十分

インターネットの普及にも
かかわらず電子ｼﾞｬｰﾅﾙ化
が進んでいない

・編集・査読の国際化支援
・ＳＰＡＲＣ等海外機関との連携

・編集工程の電子化支援
・J-STAGE等による電子ジャーナル発行支援

・サイトライセンス契約の支援
・分野別パッケージ化の推奨

携連援支

ジャーナル購読契約

数学系ジャーナルへの
Project Euclidの紹介

学術コミュニケーション
の変革

目 標

国際学術情報流通基盤整備事業運営委員会

国立大学図書館協会
私立大学図書館協会科学技術振興機構

が進んでいない

電子ジャーナル化されている
雑誌でも大学図書館等への
ビジネスモデルができていない

米国SPARC
欧州SPARC

連携

一流の国際学術雑誌を育
て、日本からの研究成果
の海外発信を強化する

学協会の電子的出版活
動の促進と日本の学術雑
誌の国際的評価の確立

22
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SPARC Japan パートナー誌一覧(1/2)

分野 タイトル 出版者

物理系 Journal of the Physical Society of Japan 日本物理学会

Japanese Journal of Applied Physics  応用物理学会

Applied Physics Express  応用物理学会

Progress of Theoretical Physics 理論物理学刊行協会

情報通
信系

IEICE Transactions on Fundamentals
IEICE Transactions on Communications
IEICE Transactions on Electronics
IEICE Transactions on Information and Systems

電子情報通信学会

IEICE Electronics Express 電子情報通信学会

Journal of Information Processing 情報処理学会

化学系 Analytical Sciences 日本分析化学会

Journal of Bioscience and Bioengineering 日本生物工学会

Journal of Chemical Engineering of Japan 化学工学会

高分子学会

23

Polymer Journal 高分子学会

Bioscience, Biotechnology, and Biochemistry 日本農芸化学会

生物系 Mammal Study 日本哺乳類学会

Journal of Mammalian Ova Research 日本哺乳動物卵子学会

Zoological Science 社団法人日本動物学会

Ornithological Science 日本鳥学会

Paleontological Research 日本古生物学会

Current Herpetology 日本爬虫両棲類学会

（UniBio Press）

分野 タイトル 出版者

数学系 Tohoku Mathematical Journal 東北数学雑誌編集委員会

Kodai Mathematical Journal 東京工業大学大学院理工学研究所数学専攻

Nagoya Mathematical Journal 名古屋大学大学院多元数理科学研究科

Proceedings of the Japan Academy, Ser.A: Mathematical Sciences 日本学士院

SPARC Japan パートナー誌一覧(2/2)

Osaka Journal of Mathematics 大阪大学大学院理学研究科数学専攻、大阪
市立大学大学院理学研究科数物系専攻

Publications of the Research Institute for Mathematical Sciences 京都大学数理解析研究所

Hiroshima Mathematical Journal 広島大学大学院理学研究科数学教室

Journal of Mathematical Society of Japan 日本数学会

人文社
会系

Monumenta Nipponica 上智大学

材料系 Materials Transactions 社団法人日本金属学会ほか10学会による共同
刊行

医学系 日本生理学会医学系 The Journal of Physiological Sciences  日本生理学会

Allergology International 社団法人日本アレルギー学会

Drug Metabolism and Pharmacokinetics 日本薬物動態学会

機械系 JSME Journals 11誌 日本機械学会

24

パートナー誌の提供プラットフォーム、提供条件は、「SPARC Japanパートナー誌総合カタログ2008」
をご覧ください。
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SPARC Japan 活動の内容

• 大学図書館におけるサイトライセンス契約の推進をはじめとする活動を実施。• 大学図書館におけるサイトライセンス契約の推進をはじめとする活動を実施。

ビジネスモデルの構築

生物系パッケージUniBio Press、IEICE Transactions（電子
情報通信学会）等の大学図書館コンソーシアム提案

• 日本の学術雑誌の認知度を上げて、存在感を示すために、国際的にアピールし
ていくとともに、国際的な販路拡大のための支援を実施。

• 日本の学術雑誌の認知度を上げて、存在感を示すために、国際的にアピールし
ていくとともに、国際的な販路拡大のための支援を実施。

国際連携の推進

Advocacy活動の展開

SPARC(US), BioOne, Project Euclid等との連携

25

• 学会誌担当者向けセミナーをはじめとした人材育成などにより、情報提供と情報
共有の場を提供します。また、研究者の意識を高めるための広報・啓発活動も推
進します。

• 学会誌担当者向けセミナーをはじめとした人材育成などにより、情報提供と情報
共有の場を提供します。また、研究者の意識を高めるための広報・啓発活動も推
進します。

Advocacy活動の展開

SPARC Japanセミナーの開催

SPARC Japanセミナーご案内

第6回 SPARC Japan セミナー2008
「IFを越えて- さらなる研究評価の在り⽅を考える」

平成20年11月25日（火） 14 00 17 00平成20年11月25日（火） 14:00～17：00
国立情報学研究所 12階会議室

第7回 SPARC Japan セミナー2008
第10回 図書館総合展フォーラム「Open Access Update」

平成20年11月27日（木） 10：30-12：00
パシフィコ横浜 第11会場

26

SPARC Japanのセミナー、イベントに関する最新情報や資料は、
http://www.nii.ac.jp/sparc/

でご紹介しています。

シ ィ 横浜 第 会場


